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時県民税の期分です

i苛や!!i長守主1I事している事業が何?雪におこたわれる

ためにも約鍔iJf'l1こ幸子'l.ちるようと協力ください。

の8月

蜘
ゑ
に
ち
か
ら
「
鉄
道
」
と
怒

』

F

ば
れ
て
い
る
の
は
、
我
孫
子
駅

』
前
十
字
路
者
総
に
し
て
磁
の
方

咽
へ
我
係
予

i
公
的
峨
線
、
議
へ
走

骨
っ
て
い
る
の
が
絞
綴
|
総
孫
子

融
擦
と
蕊
式
な
名
称
が
あ
り
ま
す

哨

乙

m
山
県
選
抜
誠
子

i
一
一
川
線

吋
は
余
儀
が
舗
装
さ
れ
て
必
号
法

制
?
の
で
き
て
お
い
て
、
佐
開
m
i

削
減
鈴
子
機
は
、
そ
の
日
路
肩
祝
日
か
約

剛
一
万
一
一
一
市
十
メ
ー
ト
ル
み
ち
ま

押
す
。
乙
の
う
ち
談
後
き
れ
て
い

炉
る
の
は
、
約
…
万
九
道
メ

1
ト

担
ん
で
米
軌
樹
祭
知
的
分
は
終
り
的
二

噛
千
七
百
問
メ
ー
ト
ル
と
い
う
と
と

岬

町

内

交

選

出

脚

ポ

ス

タ

!

・

作

文

を

募

集

唱
会
る
波
間
丹
十
八
門
円
午
前
十
時

掛
か
ら
お
ζ

な
わ
れ
た
交
通
安
全
日

国
対
策
協
議
会
は
、
流
月
一
一
げ
か

捕
ら
実
施
し
て
い
る
駁
術
祭
沈
(

脚
限
小
錦
踏
切
れ
ワ
か
ら
抑
制
約
溜
制
定

開
発
一
戸

中

鰭

に
な
り
ま
す
。

乙
と
し
は
、
銀
気
間
関
復
mw
出掛

緩
か
ら
閣
の
務
幾
を
は
じ
診
と

し
て
乱
開
品
内
務
掛
燃
は
で
き
る
蕊
ち

上
半
郊
に
樹
継
が
し
よ
う
と
い
う

ζ

と
で
人
間
町
隔
制
託
叫
弘
樹
判
エ
で
き

る
と
怒
わ
れ
ま
す
が
、
附
削
減
戸

か
ら
ゆ
綜
ま
で
の
融
制
組
概
況
務
手

渡
メ
ー
ト
ル
が
お
こ
な
わ
れ
る

予
ゆ
此
明
、
す
。
も
う
…
力
衝
は
お

依
然
数
時
端
的
問
一
防
総
か
ら
郡
朝
木
へ

約
ユ
ヤ
ぬ
メ
ー
ト
ル
A
W
綿
締
結
立
工
事

一
色
弔
み
官
ん
さ
れ
て
お
ち
ま
す
。

こ
の
は
砕
か
に
お
簿
、
萩
木
地

ヰ
ん
の
滋
市
則
定
機
け
か
お
と
な
わ
れ

を
充
実

で
)
と
…
ガ
漆
一
行
(
町
道
久
寺

惜
熱
線
を
や
心
と
し
た
〉
に
よ
る

交
滋
錦
繍
制
明
後
げ
い
お
け
る
今
後
の

対
策
を
小
心
と
し
た
協
議
の
結

果
、
速
庁
、
規
制
側
双
び
液
細
時
し
替
用

写真 せっかく絵慈善要ゑそしたの!こ、物

緩や陶総務5霊場!こなる送路

ヱ

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
と
協
カ
く

行
事
い
。

回
開
制
刊
附
間
十
年
度
で
お
乙
な
む

れ
た
学
級
品
〈
綴
か
ら
手
耕
民
初
出
会

嗣
闘
議
ち
ま
で
の
滋
作
品
絡
に
操
選

が
新
設
さ
れ
ま
し
に
。
と
の
滋

時
開
時
同
本
紛
の
紺
抑
州
市
淋
制
緩
衛
隊
で

す。市市
長
十
二
米
で
将
来
は
絞
〆
…
す

学
的
開
か
ら
六
号
日
開
送
、
持
階
終
的
機

器
絵
師
閉
じ
手
資
沼
か
も
渡
戸
部
制

閥
、
総
W
矧
時
J

桜
田
凶
を
車
関
て
と
の

都
市
好
機
鴨
滅
的
時
へ
特
結
ぼ
れ
る
乙

と
に
な
っ
て
お
ち
ま
す
。

ι
L
却
現
出
制
に
つ
い
て
は
、
帥
駒
山
腕
車
昨

噛
織
と
す
る
こ
と
に
油
開
山
氏
し
穴
。

と
の
問
題
と
関
速
し
て
数
精
邦
子

駅
姉
削
減
与
と
県
道
佐
率
i
災
w綿

子
線
m
w
交
品
川
筏
点
辺
健
号
拙
械
の
殺

綴
者
側
関
る
ζ

と
。
愛
車
場
の
殺

酷
捕
者
す
る
と
と
。
交
通
規
則
に

申
止
め
ら
れ
て
い
る
機
掘
削
歩
道
一
九

中2
メ
ー
ト
ル
以
内
の
迫
制
的
嶋
市
止

を
器
開
示
す
る
仁
と
と
し
た
。

な
お
第
一
・
小
務
的
状
淡
び
附
備
隊

小
学
校
の
P
T
A
A湖
緩
か
ら
間
開

山
則
さ
れ
て
い
た
滋
学
問
問
榔
臓
の

か
〈
浪
漫
念
砥
指
揮
誌
に
つ
い
て
は
、

蜘
問
、
銀
、
組
問
一
戸
土
本
出
張
所
、
交

端
端
的
演
会
初
開
会
が
そ
れ
ぞ
れ
実
施

す
る
ζ
と
脅
綴
総
し
、
決
定
し

た
。
務
総
本
J

即
時
潟
工
会
長
ほ
か

十
大
名
か
ら
附
開
僚
を
う
け
た
道

路
使
用
制
般
の
綬
翁
に
つ
い
て

〈
十
一
腕
時
か
ち
十
日
以
締
ま
で
経

率
禁
止
を
祭
出
陣
す
る
〉
は
、
糊
開

閉
瑚
と
決
定
し
た
。

と
の
ほ
か
本
桁
間
交
添
削
賞
余
計

端
綱
に
緩
づ
く
帥
輔
自
に
つ
い
て
協

滋
し
て
附
閉
会
し
た
。

ポ
ス
h
m
l
作
文
募
集

俄
界
の
附
酬
い
を
と
め
て
交
遂

安
金
引
を
綴
ろ
う
と
し
て
、
い
ろ

い
ろ
の
拙
慨
し
が
お
と
な
わ
れ
て

お
り
ま
す
e

!
惨
駒
内
深
酒
融
安
余
計
紛
の
一
臨
時

と
し
て
、
交
一
透
賞
金
品
の
附
開
制
刈
徽

胤
州
島
、
機
旬
、
ぶ
し
い
交
還
流J
泌

を
線
総
合
づ
け
る
た
め
、
小
、
中

学
役
者
対
象
に
炎
加
増
資
金
の
ポ

ス
タ
ー
と
作
文
れ
ぞ
次
の
援
鎮
で

募
集
い
た
し
ま
す
。

八
〉
以
分
小
教
訓
間
線
鉄
線
{
一

川口
et一ニ
ω
坊
〉
小
学
校

京
学
年
(
回
開
銀

t
火

山
日
中
中
学
校

〈V
糊
例
制
間
六
回
対
中
小
門
口
克
で

八
〉
蜘
骨
官
就
炎
巡
安
全
対
策
協
議

会
で
お
ζ
な
い
主
す

λ
V
骨
民
一
時
確
か
ら
さ
等
ま
で

と
し
各
仮
品
川
知
憶
に
一
一
一

点
ほ
ど
き
ぬ
ま
す
。

入
食
品
告
に
泌
総
称
品
開
加

を
怒
し
る
ば
り
ま
す
。

〈
〉
発
表
各
人
へ
の
議
総
と
広

却
特
あ
ぴ
ζ

へ
融
問
楽
し

ま
す
。

八V
縦
開
山
制
作
品
に
学
校
名
、
学

品
川
線
、
民
名
を
記
入
の

う
え
役
場
内
会
覆
家

、
応
募
作
総
臨
時
砧
送

制
押
し
ま
せ
ん
。

。
間
同
会
役
植
物
〈
側
協
綴
あ
ぴ
E

骨
、
品
ん
判
仙
務
〉
金
閣
議

滝
下
揚
水
機
完
成

気
汚
か
ら
一
部
で
利
用

桁
昨
年
審
か
ら
機
野
山
新
国
民

新
設
中
の
際
酔
回
路
ド
刷
棚
氷
相
関
細
崎

が
、
こ
の
ほ
ど
発
時
間
し
U
A
n
月ご

門
口
氏
受
益
農
家
多
数
日
伊
泌
殺
し

て
鍛
工
式
が
お
ζ

な
わ
れ
ま
し

ζ
m
w
機
水
盤
閥
単
唱
は
手
相
員
制
問
叩
十

探
知
心
一
線
と
し
て
作
ら
れ
た
も

の
で
、
帥
鱒
γ
ム
臨
月
四
六
九

O
万
m付

与
か
け
ザ
し
小
悶
八
十
キ
ロ
ワ
フ
ト

の
モ
ー
タ
ー
コ
山
口
楠
組
側
障
し
で
あ

り
一
台
で
録
分
三
十
火
山
斗
ガ
米

が
取
水
き
れ
ま
す
e

と
の
湯
水
漁
場
前
w
o
m諸
問
に
よ

り
、
脚
部
盤
油
開
円
以
棄
の
特
執
務
ザ
ム

鋭
、
十
部
揃
紺
ヱ
区
、
手
資
制
附
悶
阿
波

mw
線
下
滋
孫
子
南
部
工
区
の
約

一
ニ
絞
八
十
一
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
か

ん
が
い
問
問
水
が
ま
か
な
わ
れ
ま

す
φ

な
わ
抑
制
閣
官
小
銭
湯
の
始
務
は

五
月
十
五
円
向
か
ら
行
な
わ
れ
、

一
部
の
抽
地
区
託
制
特
織
さ
れ
て
い

ま
す
。

昭
和
四
十
年

月
一
日
か
ち

十
二
月
三
十
一

段
克
明
、
に
生
れ

た
赤
ち
ゃ
ん
に

対
し
、
税
関
ル
一

誠
丹
後
数
岳
災
飽

い
た
し
'
ま
し

た
。
該
均
訓
胤
制
約

六
百
人
粍
対
し

受
診
者
週
間
同
bu

名
(
七
一
ニ
、
五

%
〉
と
い
う
成

時
樹
で
し
た
。

ζ
m
w
・
中
か
ら

崎
仲
嚇
臓
が
不
均
よ

し
刊
二
、
六
年
初

グ
ラ
ム
以
ぶ
島
恥

く
て
、
身
体
約

機
能
お
よ
び
淡

符
発
育
け
か
支
局
熱

情
、
あ
号
、
身
長

と
体
重
の
割
合

(労

1
ブ
財
閥
数
〉
げ
か
十
七

t
一一

ひ
ま
で
mw
品
中
ち
ゃ
ん
問
問

+
Lタ
セ

選
冷
し
て
、
係
耐
肢
の
制
州
従
と
町

、
次
一
.
一
名
に
よ
る
務
燃
と
線
引
殺
の

総
段
、
次
の
三
十
殺
の
万
々
者

双
削
月
五
日
の
子
供
の
門
口
氏
単
科
部
特

い
に
し
ま
し
た
。

最{褒長先に拓己君・紀代美ちゃん

子供の悶!と表彰

含
め
て
、

る
中
部
ち
ゃ
ん
絞
殺
診
者
の
六

O

%
を
添
し
て
お
り
ま
す
。
年
々

割
引
犯
の
然
的
出
は
肉
附
ぶ
し
て
お
与

え
ず
が
、
平
均
体
噛
践
を
吋
キ
口

グ
ラ
ム
以

t
も
少
な
い
中
部
ち
ゃ

メ

i
ト
ル
法
後

身

近

な

も

の

に

間
関
時
三
渋
か
ら
メ
ー
ト
ル
法

丈
変
わ
号
、

ζ
れ
ま
で
メ
ー
ト

ル
法
と
、
問
内
総
伐
の
併
川
市
が
認

め
ち
れ
て
い
た
。
ゑ
柏
崎
、
駒
郡
標
期

な
ど
の
登
潟
市
端
捕
、
税
務
議
務

も
す
べ
て
メ
1
ト
片
山
訟
に
絞
っ

た
わ
け
で
す
。

六
月
七
円
口
は
一
計
援
問
問
念
日
で

す
が
メ
ー
ト
ル
法
の
完
全
然
絡

が
総
務
づ
時
り
ら
れ
て
コ
カ
月
に

な
与
ま
す
。

こ
の
品
開
ム
誠
氏
身
波
な
も
の
を

メ
i
ト
ル
時
間
に
淡
い
換
え
て
み

て
は
や
く
均
一
終
に
と
け
こ
ま
せ

る
と
と
が
必
、
療
で
す
。

蹟漫画開瞳劃煩画聖護

緩和41&手4}'!30a'1斑主主
努 16.784人{議官mお85人増〉
女 17，1話1人{ が 108人増〉
針 33.965人{グ 1竪3A僧)

総務数7.99除後鍔 (1159盤第封書)

県
道
舗
装
八
月
に

日
秀
・
新
木
の
拡
申
工
事

ん
が
十
六
名
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
附
胤
削
闘
と
し
て
、
時
掲
気
品
γ

栄
裳
失
制
酬
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
が
、

ζ
れ
ら
を
時
開
榔
魅
す
れ
ば

ど
ん
ど
ん
大
暴
く
な
ち
ま
す
。

銀
事
二
部
の
淡
路
紛
が
お
わ

れツ、

ζ

れ
か
ら
精
神
的
減
資
が

緩
ん
に
な
ち
ま
す
が
、
凪
仲
灘
附
絞

め
況
b
い
療
情
で
心
身
共
に
緩

や
か
な
の
び
の
び
と
し
た
幼
燃

は
育
て
T
く
だ
さ
る
こ
と
を
絞

っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

A
受
機
俊
樹
純
潔
(
〉
市
町
は
、

胴
体
護
者
名
と
お
か
み
き
ま
で
す

①
震
構
慌
浪
路

制
松
田
同
部
己
へ
申
m

・
綾
子
〉

中
川
問
医
紀
代
美
〈
館
一

-
K
イ〉

①
俊
民
児

仙
問
機
一
万
(
孝
，
な
寺
み
)

綴
本
和
久
(
官
人
努
'
孫
子
〉

W
問
中
串
関
関
和
相
〈
神
的
融
関
・
手
代
)

〉

人

人

人

人

時
前
録
的
制
約
日
間

'
t

向
。
。
，
“

輯
眼
。
リ
仏
以
臥
払
僻
鱒

融制

C
I
刊

W

9

m

凶
幻

ロ人
}

人

人

人

人

ヨ

回

調

印

∞

双

山

ω

d

h

t

:

2

1

 

は
生
入
で
出
闘
機
柳
欄

被

役
入
剣

山
州
都
戦
死
転
転
部
制

錦
陣
惜
税
制
附
(
邦
彦
・
米
半
心

掛
照
綴
制
緩
子
〈
望
日
・
和
江
)

官
間
関
油
相
開
門
柳
蹄
雄
培
‘
子
ミ
)

紅
林
帥
間
一
〈
蹴
耐

e

数
以
)

成
島
俊
毅
円
滑
織

e

綴
子
)

鈴
木
和
諮
問
(
発
後
回
ヤ
ミ
ツ
村
仏
)

諸
問
繍
路
神
出
入
(
一
郎
・
ぶ
線
終
〉

総
本
幸
子
(
秀
毅
・
女
子
〉

静
掠
臨
間
世
出
マ
ナ
(
嘉
久
・
ト
シ
V

終
協
臓
市
麻
子
(
奴
・
和
利
子
〉

γ
判
制
県
欄
晴
子
〈
次
郎
・
恵
子
)

山
問
機
策
本
寸
〈
綴
作
・
よ
ね
子
)

森
鴎
鋼
〈
叩
成
樹
河
・
茸
ミ
)

山
口
線
〈
制
撤
・
伊
代
子
)

宗
村
潟
村
仏
(
湾
総
:
舟
ち
子
〉

金
谷
篤
堂
〈
(
滋
制
約
・
時
叫
叩
T
V

466 



( 2 )山一一-

カ

リ

相

暗

κ…
一
間
関
く
ち
か
え
し
ま
す
む

日
時
ぐ
る
み
で
退
治
し
ま
し
ょ
う
舵
訪
日
川
町

?

同

一

回

呂

お

隣

除

が

大

切

で

す

二

言

語

学

E
と
が

一
一
級
悶
同
市
W
灘
中
山
奇
時
間

r一
審
大

ア
〆
守
カ
か
ロ
ヒ
ト
リ
は
、
幼
市
開
襟
総
局
つ
け
た
悼
町
は
、

B

た
隣
吋
は
際
議
採
沈
滞
説
的
納
し
て
く
も
樹
明
な
潟
明
、
す
6

戦
後
開
川
も
勾
く
ア
メ
リ
カ
か
ち
は
C
粉
剤
、

D
E
P
〈
ヂ
ッ
プ
だ
さ
い
。
防
徐
員
が
務
総
託
行
総
い
う
ち
託
気
を
つ
け
て
時
間

刊
日
本
に
侵
入
し
、
た
ち
ま
ち
・
鈎
チ
レ
ク
エ
)
乳
制
問
者
総
務
し
、
っ
て
柑
的
肱
障
に
あ
た
ハ
ソ
ま
す
a

除
す
れ
ば
容
易
に
ぼ
く
減
ず
る
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収
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熊
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岡
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融
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仏
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し
て
く
だ
さ
い
。
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移
動
鈴
鹿
寧
や
出
銭
師
陣
似
の
拙
棋
は
、
鉱
山
吋
摂
居
内
問
問
後
t
火
山
成
六
十
五
才
以
上
の
入
。
い
う
館
別
気
に
か
b

っ
た
と
と
で
澄
く
と
も
一
カ
免
ず
れ
ば
も
…

…
や
り
方
m
w
必
民
を
保
つ
よ
う
に
h
u
q
℃
一
一
一
、
現
地
去
一
ヵ
月
以
内
日
仏
総
織
の
あ
る
か
た
は
、
検
鯵
に
た
と
に
も
ど
り
ま
す
。
和

一
移
動
篠
山
肌
市
平
泳
、
総
減
じ
と
い
る
冷
掛
隣
府
胞
に
貯
え
ら
れ
ま
の
門
的
仰
で
材
部
品
胤
を
つ
け
た
人
ず
さ
わ
っ
て
い
る
側
同
制
剛
氏
滋
滋
液
状
成
分
は
…
…
t
r
一
腕
吋
向
で
一

…
に
あ
る
人
数
〈
ヤ
点
。
t
七
の
名
ず
。
ζ
れ
が
隊
存
保
液
で
す
G

問
、
附
航
船
慨
し
て
い
る
人
。
ま
た
な
く
お
に
ザ
お
く
だ
さ
い
。
同
幽
樹
慌
し
議
す
。

叩
)
が
ま
と
ま
っ
て
裁
糸
を
品
抑
制
剤
熊
谷
山
肌
淡
は
、
さ
ら
に
駒
郡
潔
滋
公
火
力
同
月
以
内
に
択
制
服
し
絞
市
川
覚
え
が
き
織
絞
め
寓
い
人
は
師
陣
内
出
し
て

一
き
れ
い
る
と
乙
ろ
へ
は
、
ど
と
へ
時
間
数
の
得
能
性
を
絶
奴
に
す
る
て
い
た
と
怒
診
ら
れ
る
人
。
…
簡
の
採
血
蚤
は
い
く
ら
で
も
よ
い
で
す
か
。
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一
で
も
お
出
向
い
て
採
成
い
た
し
ま
た
め
、
民
収
録
問
問
待
問
問
は
そ
の
ま
}
点
、
体
重
が
割
引
予
で
間
十
況
キ
す
か
。
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い
っ
ζ
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に
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し
っ
か
え
あ
一

山
す
。
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冷
叫
偶
療
に
齢
制
え
お
れ
て
、
採
ロ
グ
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ム
中
荒
波
、
女
子
で
四

A
わ
が
概
闘
で
は
ニ
滋
ミ
哲
ザ
ッ
り
ま
せ
ん
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た
だ
し
、
制
抑
制
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氏
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の
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会
開
叫
山
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乎
療
は
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後
五
円
時
間
開
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ず
る
ζ
十
キ
幻
仰
木
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閥
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潟
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フ
ト
ル
く
ら
い
の
採
取
な
ち
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ま
す
。
と
の
と
き
、

A
B
O
ズ
と
に
た
っ
て
い
ま
す
。
火
、
級
官
同
'
郎
氏
M
r
ャ
自
ミ
ザ
メ
l
体
が
も
と
の
よ
う
に
な
る
の
に
枇
村
氏
衿
w
想
実
尽
な
る
必
商
棋
は
あ
m

…
の
検
査
と
、
豆
h
式

ω検
炎

と

採

血

で

き

な

い

人

は

ど

ん

な

ト

ル
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胤
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の

人

〉

A
鎚
出
耕
作
悼
人
な
ら
、
そ
の
口
U
L
m
生
理
問
で
も
納
部
出
蹴
で
き
ま
す
…

ま
た
、
総
務
の
綴
資
や
好
機
次
の
々
抑
制
引
に
付
紙
討
す
る
人
は
七
、
ヒ
ロ
ポ
ン
、
問
時
議
中
毒
の
ち
脇
聞
い
て
も
、
な
ん
ら
き
し
っ
か
。

一
組
問
品
帆
絞
告
刊
行
な
っ
て
い
ま
す
。
絞
必
ず
る
ι
と
が
で
き
ま
せ
ん
人
。
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。
緩
滋
の
偽
感
人
な
ら
鯵
饗
あ
…

一
政
液
製
検
査
の
品
開
閉
郁
は
、
紙
一
、
血
液
の
比
震
が
て
ハ
U
流
入
、
官
官
品
開
会
、
健
緩
状
態
の
総
務
山
肌
球
が
、
究
会
に
凶
問
綴
す
ち
ま
せ
ん
が
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畿
薬
事
故
を
な

く
し
ま
し
ょ
う

ム
ハ
発
に
な
る
L
」
水
制
縮
、
概
蓬

な
ど
多
く
の
も
の
花
抽
戯
曲
換
が
変

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、

ζ
ι
で
農
薬
数
布
に
つ
い
て
の

注
意
を
お
知
ら
せ
し
記
す
。

A
薬
剤
散
咋
叩
蛾
吋
仇
W
時
開
慾

品
叩
晶
蹴
官
叩
す
為
的
町
叫
M
M
W
ず
ゴ
ム
手

袋
、
マ
ス
ヲ
な
ど
を
し
て
夜
祭

も
封
筒
総
合
発
会
な
も
の
に
す
る

①
向
間
後
の
入
、
師
糊
醐
桝
本
間
紘
一
ぬ

入
、
生
期
掛
総
ー
の
綴
入
、
制
品
開
闘
拡

ど
体
の
特
帆
欄
蝋
が
耐
幽
い
と
き
は
数

均
叩
げ
い
掛
川
喚
し
々
い
む

め
散
布
作
業
位
、
制
朝
夕
の
い
仰
し

い
時
間
を
選
ぴ
、
ニ
t
次
郎
闘

で
交
持
す
る
ζ
と
。

A
蝉
制
約
齢
別
世
叩
後
の
仲
間
窓

出
明
断
作
幾
枕
慨
は
、
手
足
は
も
ち
ろ

ん
、
告
中
身
を
.b
け
ん
で
よ
く
時
間

ヤ
つ
と
み
コ

@
衣
田
胤
叶
同
一
子
錦
樹
立
明
、
令
部
取
替

え
て
、
恥
W轍
m
w
い
的
関
川
叫
し
た
衣
類

は
お
け
ん
で
土
く
祉
問
、
つ
。

小
閉
め
ま
い
が
し
に
今
、
綴
-
M
m
け
か

し
た
れ
ノ
、
灯
油
分
い
か
ん
Y
し
で
も
緩

く
な
っ
た
ら
、
脳
同
飾
的
診
断
を

受
け
る
と
と
。
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ガ
ン
の
予
践
は

機
康
診
欝
で
早
期
に

納
品
。
(
世
品
目
比
一
門
口
〉
で
刷
申
込

み
ゃ
受
け
た
回
目
出
W
X
鵠
綿
織
絡
は

レ
ン
ト
ゲ
ン
惑
の
総
会
に
よ
り

千
九
日
月
六
十
臼
か
ら
然
災
関
問
実
施

中
で
す
g

附
瑞
4
一
闘
の
X
線
援
影
を
六
日
月

w
“
十
れ
か
ち
回
日
間
脚
光
線
し
ま

す

ωで
、
今
回
間
交
け
な
か
っ
た

四
十
才
円
以
ぷ
m
w
ガ
は
幾
非
ζ
の

ゆ
'
ヲ
予
つ
つ

な
線
一
燃
の
検

問開明、寸
0

・

し
か
し
ζ

の闘坦品開も、

農
家
民
と
っ

て
は
た
い
せ

つ
な
鰯
明
、
も

あ
り
立
す
か

ら
、
そ
れ
ぞ

れ
れ
の
等
し
に

応
じ
て
、
次

の
よ
う
な
ζ

と
に
胸
訓
告
つ

け
て
、
こ
の

季
節
者
き
っ
ぱ
ち
と
、
少
し
で

も
附
明
る
く
滋
ご
す
く
や
つ
を
し

ま
し
ょ
う
。

。
衣
が
え
・
せ
ん
た
く

ζ
A
U
ω
燃
の
多
い
叫
巧
を
助
問
謝
申
で

猿
h

り
き
る
に
は
、
ま
ず
出
揖
潔
で

あ
る
ζ

とむ

は
だ
説
明
は
で
き
る
だ
け
滋
臨
時

伎
の
あ
る
本
絡
も
の
を
川
市
い
、

克
め
に
せ
ん
だ
く
す
る
ζ
と
で

す
。
け
ん
た
く
駒
W
U
炉
、
さ
っ
ぱ

ち
と
か
引
き
に
く
い
と
き
は
、
せ

ん
滋
協
同
や
ア
イ
ロ
ン
で
制
服
然
舎

と
る
よ
う
に
し
ま
す
。

中
赤
ち
ゃ
ん

ω下
毅
に
は
と
く

に
気
誉
総
っ
て
、
皮
膚
炎
に
か

か
ら
な
い
よ
う
気
を
つ
け
て
あ

げ
ま
し
ょ
う
e

っ
ゅ
の
熔
燃
に
は
、
せ
ん
た

く
を
し
た
ち
、
夜
間
円
強
を
日
に

あ
て
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
0

0
つ
妙
だ
き
の
食
生
活

つ
ゆ
ど
き
は
食
欲
が
ム
な
く
な

号
、
湾
総
の
活
動
が
に
ぷ
く
な

り
が
ち
で
、
ピ
タ
R
ン
類
も
欠

乏
し
が
ち
で
す
。

麟麟購

機
会
世
利
関
し
て
く
だ
さ
い
。

ガ
ン
の
市
中
で
最
も
多
い
械
的
ル
同

様
系
の
ガ
ン
の
予
附
抑
品
川
、
定
期

的
問
な
総
出
蝋
診
断

κよ
れ
J

早
期
期
治

樹
慨
す
る
と
と
が
殺
も
大
切
で

サ
。
絡
で
は
こ
の
対
策
に
、
は

じ
め
て
一
被
住
民
を
対
象
に
予

算
ル
刊
し
立
し
に
匂

ガ
ン
と
後
わ
れ
た
ら
ど
う
し

ま
れ
い
食
日
聞
が
魔
除
胤
し
や
す
く

冷
地
時
を
お
こ
し
た
h
ソ
伝
染
料
刊
に

か
か
ち
や
す
く
な
り
ま
す
。

巾
怒
や
伝
染
約
L
W
ふ
せ
「
に

は
ふ
4
品
開
滋
を
時
間
翻
怖
に
す
る
。

小
飲
利
点
は
し
ゃ
沸
し
て
欽
な

③
不
潔
な
ゴ
キ
ブ
習
の
出
河
合
一
滋

治
，
⑨
は
え
や
か
必
制
臨
時
矧
げ
い
十

分
気
を
つ
け
る
匂

h
弘
幸
ザ
タ
ミ
ン
ネ
廷
に
は
、

ピ
タ
ミ
ン
郊
な
ど
で
被
う
ζ
と

も
必
畿
で
す
が
、
料
潟
市
り
く
ふ

う
で
、
タ
ン
パ
ク
鈎
や
臨
側
勝
は

も
と
よ
号
、
総
絞
め
紙
紘
一
刀
を

つ
け
る
た
め
ピ

9
2
ン
A
を
多

く
と
る
と
と
で
す
。

。
療
の
う
ち
・
そ
と

一
戸
だ
な
、
相
押
入
れ
な
ど
が
か

ぴ
く
き
く
な
ら
な
い
よ
う
に
、

茶
が
ら
は
ど
奇
十
分
転
幾
さ
せ

て
、
そ
れ
ら
の
す
み
げ
い
お
く
と

綴
閥
抗
奇
泌
す
と
と
が
明
、
き
ま
す

家
の
外
の
お
や
琳
お
け
と
か
、

ζ
え
ピ
め
な
ど
は
、
ふ
ど
ん
は

そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い
の
に
溺
で

い
っ
ぱ
い
に
沿
る
ζ
と
が
あ
り

ζ
れ
色
気
落
ち
て
死
亡
す
る
子

供
の
努
設
が
か
な
ち
あ
ち
ま

す
。
ζ
れ
い
き
に
ふ
た
争
す
る
と

か
、
は
い
れ
な
い
よ
う
に
仕
切

ら
脅
し
て
綾
放
を
時
間
ぎ
ま
し
ょ

及川
J
Oつ
ゆ
ど
き
に
な
る
と
く
み
と

き
疫
所
の
由
党
然
が
ひ
ど
く
な
る

も
の
で
す
。

融
党
総
ど
め
の
撲
も
い
ろ
い
ろ

市
附
概
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
緩
み

か
ん
の
由
民
や
綴
の
業
者
き
が
ん

で
い
れ
る
と
効
酎
摘
が
金
師
、
ち
ま

す。
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私糸紙

一
、
住
所

三
、
氏
名

一
ニ
、
然
停
丹
波

潟
、
時
側
議

去
、
跡
内
務
主
氏
名

六
、
絞
柄

七、
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